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１．はじめに 

 現在、自助や共助の重要性が認識され、災害につ

よいまちづくりの取り組みを支援するいくつかの技

法が提案され、利用されている。しかし、それらの

技法の位置づけや有効性に関する研究は十分なされ

ていない。本研究は、支援技法のうち、参加者間の

相互理解が深まり、災害時の取り組み能力の向上に

有効であると考えられる、参加型防災ワークショッ

プ技法（以下、ワークショップを WS と略記す
る）に着目し、それらの分類と有効性に関する考察

を行う。 
２．参加型防災ワークショップ技法の分類 

   災害マネジメントサイクルとは、事前の備え→事

中の警戒や応急対応→事後の復興、からなる一連

のサイクルである。本研究では、まず参加型防災

ワークショップ技法が、このサイクル上のどこに

位置する出来事を主たる対象として扱っているか

を基準に分類をし、図１のように整理した。 
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 なお、初期 DIG については小村 1)
で紹介されてい

る。近年の DIG は小村 1)
で工程が詳述されている。

クロスロードは、矢守ら

 2)
を、シナリオワークショ

ップは、坪川ら

 3)
を参考にした。四面会議は羅ら

 4)

で紹介されている四面会議システムのうち四面会議

ゲームのことを指す。 
３．参加型防災 WS技法の有効性に関する考察 

本研究では、インプットをアウトプットならびに

アウトカムに変換するプロセスとして WS をモデ
ル化して議論する。インプットのうち、DIG では
地図、四面会議では四面会議図が特徴的である。本

研究ではこれらを抽象化して「図面空間」と呼ぶ。

WS とは主体的に参加したメンバーが協働体験を通
じて創造と学習を生み出す場と定義される

 5)
。「図

面空間」とは、場の生成と変化を支援する物理的・

非物理的な道具のことであり、WS 中に場のサブシ
ステムとして機能する。「図面空間」には参加者が

情報を記録、蓄積でき、蓄積された情報を読み取る

ことができる。このため、「図面空間」は WS に
おいて、記憶媒体ならびに参加者同士のコミュニケ

ーションの媒体としても機能する。 
DIG においては、地図という「図面空間」に、
豊富な地域の地理的な情報が存在し、その情報の一

覧性が大きいことなどから、参加者が地図を囲んで

議論に参加しやすく、地域についての議論が具体的

に、かつ多発的になされやすいと思われる。また、

地図に色の塗り分けを行うことにより、災害や防災

という視点から地域の情報が整理され、参加者が災

害時の地域の状況を想像することを支援することが

できる。 
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図図図図２２２２    四面会議図四面会議図四面会議図四面会議図のののの一例一例一例一例 

 四面会議においては、四面会議図という「図面空

間」が四面に分かれたデザインになっていることに

より、参加者が４班に分かれ、各班で、少人数で狭

く深く検討された行動計画案が面ごとに作成され、
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その後、その案が残りの３班から多様な視点で検討

されることが可能になる。また、全体目標に沿って

時系列で個々の行動を並べていくという四面会議図

のデザインは、全体目標を達成するための行動計画

の作成を支援していると考えられる。このような

「図面空間」を用いることで、四面会議で協働的に

共有された行動計画を作成することが比較的容易に

なると考えられる。 
４．四面会議の開催事例に基づくカードの移動分

析 

 前項で述べたような四面会議に関する考察を、四

面会議の実際の開催事例をもとに検証した。 
 この事例では、オフィス用品に関するカードがマ

ネジメント面からハード面へ移動した。また、情報

面には情報という要素が中心的なカードが残り、情

報という要素が周縁的なカードは他面に移動した。 
 これらの事例を踏まえると、四面会議においては、

「図面空間」を四面に分割することにより、抜けて

いた視点などが他の面から補完されることがあるこ

とがわかる。また、各面の役割は、参加者がディベ

ートをするうちに自ら決定していくものであること

がわかる。すなわち、四面会議においては、視点の

抜けなどが多くの参加者によってチェックされた質

の高い行動計画が作成され、その計画に関する理解

が参加者によって共有される。 
５．DIGと四面会議の接続の可能性 

 前項で有効性に関する示唆が得られた DIG と四
面会議という２つの参加型防災 WS 技法の適用可
能性について考察を行う。 
DIG は災害という視点から地域の構造を理解す
るとともに、災害時の状況のイメージを得ることが

できる WS であるが、それを知った上で今後何を
すべきかを計画するプロセスが明確には存在しない。 
 一方、四面会議は、行動計画を作成するための

WS であるが、計画作成の前提となる、地域の状況
や問題意識の共有をするプロセスが存在しない。羅

ら

 4)
は SWOT分析を用いることによって四面会議の

この欠点の克服を試みているが、本研究では、地域

の地理的理解を重要視し、DIG と四面会議を接続
して運用することを提唱する。 
 DIG の後に四面会議を行うことによって、災害
を仮想的に知った上で、事前の備えの検討が行える。

すなわち災害の事後と事前をつなぐことができる。

また、DIG によって、災害という視点からまちを
見直すことで、四面会議における防災活動のアイデ

ア出しを補助することができると考えられる。DIG
の開始当初の工程には、参加者がファシリテータの

指示に従って作業をする外発的なものが多いが、

WS の進行に伴って徐々に参加者の意見など、内発
性が求められる。一方、四面会議では開始当初から

アイデア出しという内発性が求められる。DIG と
四面会議を接続して運用すれば、徐々に外発的な工

程から内発的な工程になり、防災への関心が高くな

い人にも参加しやすいWSになると思われる。 
 以上のように、DIG と四面会議を接続すること
により、防災活動を始めたい地域や、これまでの防

災活動のチェックと今後の方針を立てようとしてい

る地域などを支援することができると考えられる。 
６．まとめ 

 本研究では、既存の参加型防災 WS 技法の整理
を行った。DIG と四面会議については、それらの
有効性について地図と四面会議図をもとに議論を行

い、四面会議については実際の開催例をもとに分析

と考察を行った。最後に、DIG と四面会議を接続
して運用するという提案を行った。 
 今後の課題としては、実際に WS を開催し、そ
の有効性を検証することなどが挙げられる。 
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